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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 151.6ha

交付期間 0.494

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

兵庫県 市町村名 高砂市 地区名 高砂地区（地方都市リノベーション事業）

平成24年度～平成27年度 事後評価実施時期 平成28年度 交付対象事業費 1,154百万円

当初計画
から

削除した
事業

なし

なし

国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

高砂102号線歩道新設事業（道路／地方都市リノベーション事業）、木曽町南北道路新設事業（道路／地方都市リノベーション事業）、高砂西港周辺道路整備事業（道路／地方都市リノベーション事業）、高砂西港周辺道
路整備事業（道路）、高砂こども園整備事業（保育所・幼稚園）（既存建造物活用事業／地方都市リノベーション推進施設）、福祉交流センター新築事業（地域包括支援センター）（地方都市リノベーション推進施設）、福祉
交流センター新築事業（地域交流センター）（高次都市施設／地方都市リノベーション事業）

なし

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

指標3の目標年度を1年延長
平成24年度～平成27年度

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

新たに追加し
た事業

なし

なし

指標1
福祉交流センターにおける
交流事業参加者数

人/年 16,000人／年 Ｈ23 18,000人／年

交付期間
の変更

平成24年度～平成26年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

Ｈ27 16,392人／年 30,733人／年 ○

福祉交流スペースの拡大により、実施可能
な取り組みの幅が広がったことで、交流事
業参加の潜在的ニーズを満たすことが可能
になった。また、未就園児のためのオープ
ンルームに床暖房や新しい遊具が導入さ
れたこと等、交流スペースの質が向上し
た。これらのことから、交流事業参加者数
が大幅に増加したと考えられる。

なし

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

Ｈ27 1,470人／年 ○

幼保一体化により受け入れ児童の定員数
が増えた。また、共働き家庭の利用者の割
合が高くなったことで、児童の祖父母の参
画等が増え、父兄の層が多様になった。こ
れらのことから、交流事業者参加者数が増
加したと考えられる。

なし指標２
幼保一体化施設における
交流事業参加者数

人/年 570人／年 Ｈ23 720人／年

Ｈ28
宮前線：57.7％
西港線：42.3％

○
三菱重工に勤める労働者の帰宅目的のト
リップが西港線を利用するようになったこと
で、目標値を上回ったと考えられる

なし指標３
高砂西港周辺道路整備に
伴う自動車交通の分散化
の割合

％
宮前線：100％
西港線：　　0％

Ｈ23
宮前線：　65％
西港線：　35％

指標４

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

その他の
数値指標２

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

なし

・高砂ユー・アイ・タウン福祉ゾーンに福祉交流センターを新たに整備した。旧福祉交流と比べ、スペースが増加し、設備が充実したため、交流事業のコンテンツを拡大することができた。その結果、利用者数は増加傾向にある。特にスポーツや囲碁、歌
などを日替わりで行う「生きがい対応型デイサービス」と子育て世代向けの「オープンスペース」の利用者が大幅に増加している。このことから、本事業は多様な地域住民の交流の輪を広げる契機となったと考えられる。また、道路整備によるアクセス性の
向上もこうした効果の発現に寄与していると考えられる。
・西港線の開通により、宮前線を利用していた通勤トリップが減少したと推察される。それに伴い、宮前線の混雑を避けるために高砂地区の街路を利用していた通勤トリップも減少したと予測される。このとこから、西港線の整備は高砂地区内の街路にお
ける交通安全性の向上に寄与したと考えられる。

その他の
数値指標３

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング 福祉交流センターにおける交流事業参加者

都市再生整備計画に記載し、実施できた

交付期間中に供用した事業の効果を確認することができた。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

持続的なまちづくり
体制の構築

－

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

－

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった



様式２－２　地区の概要

単位：人/年 16,000人／年 Ｈ23 18,000人／年 H28 30,733人／年 H27

単位：人/年 570人／年 Ｈ23 720人／年 H28 1,470人／年 H27

単位：％
宮前線：100％
西港線：　　0％

Ｈ23
宮前線：　65％
西港線：　35％

H28
宮前線：　57.7％
西港線：　42.3％

H28

高砂地区（兵庫県高砂市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

まちの課題の変化

・福祉交流センターの整備によって障害者や高齢者、子育て世代といった多様なバックグラウンドを持つ利用者が日常的に集まれる拠点ができ、福祉を通した交流機会の増大に繋がった。
・幼保一体化後、共働き世帯の利用が増加したのに伴い、児童の祖父母が交流参加事業の輪に加わるようになった。そのことで、保護者の層が多様になった。
・高砂西港周辺道路を整備したことで宮前線の北上交通量を減少させ、産業交通の北上流動を円滑化することができた。これによって、街路を迂回する産業関連交通を減少させることができたと考えられる。
・また、木曽町南北道路・高砂102号線歩道の整備によって駅へのアクセス性と安全性が向上した。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・福祉交流センターや道路などハード面の整備が完了し、各福祉交流事業の参加者は大幅に増加した。ただし、障がい者、高齢者、子育て世帯といった多様なバックグラウンドを持つ利用者が集まって交流する機会は、避難訓練や交
通安全教室等に限られる。また、施設の名称からか、福祉以外の目的で利用できるのかという問い合わせが多く寄せられる。こうした状況を踏まえ、今後は避難訓練や交通安全教室等の取り組みを続けていくとともに、福祉以外の目的
でも利用可能であることを周知していく。こうした取り組みを実施していく中で、福祉以外の目的での利用者に、地域福祉活動を知ってもらう機会や福祉団体と接する機会を多く持ってもえるよう努める。
・平成28年度より、幼保一体化施設を認定こども園とした。今後、この認定こども園の定員数拡大を検討している。これによって、世代間交流をの更なる促進を行い、地域のにぎわいの創出に繋げる。

【少子・高齢化に対応したにぎわいのある中心市街地の再生】
・子どもから高齢者までの各世代、障がい者、子育て家庭等多様な地域住民の交流によるにぎわいのあるまちづくり
・少子化の中で望ましい規模の集団での教育・保育を実施するための子育て環境づくり
・生活関連交通と産業関連交通の適正な分離による安全・安心な生活環境づくり

福祉交流センターにおける交流事業参加者

幼保一体化施設における交流事業参加者数

高砂西港周辺道路整備に伴う自動車交
通の分散化の割合

○関連事業

高砂万灯祭

（高砂駅南側一帯）

○関連事業

高砂分署移転新築事業

■基幹事業(道路/地方都市リノベーション事業)

高砂西港周辺道路整備事業

■基幹事業(道路)

高砂西港周辺道路整備事業

高砂西港周辺道路

高砂こども園

福祉交流センター（ユーアイ帆っとセンター）

■基幹事業(道路/地方都市リノベーション事業)

木曽町南北道路新設事業

高砂西港

加

古

川

■基幹事業(道路/地方都市リノベーション事業)

高砂102号線歩道新設事業

■基幹事業(地方都市リノベーション推進施設)

福祉交流センター新築事業(地域包括支援センター)

■基幹事業(高次都市施設/地方都市リノベーション事業)

福祉交流センター新築事業(地域包括支援センター)

■基幹事業(既存建造物活用事業/地方都市リノベーション推進施設)

高砂こども園整備事業（保育所・幼稚園）


